開発許可後の提出書類等について
１．開発登録簿用図書（提出部数　１部）

　　　　開発許可書を受領するときは都市計画法第46条及び47条の規定に基づき開発登録簿を調製するため、次の図書を提出して下さい。（許可書に添付されているものと同じもの）
　　□　開発区域位置図　　　　　　　　　　　　　　□　開発区域区域図

　　□　公図の写：法務局発行の原本（コピー可）　　□　土地利用計画図

　　　※これらは開発許可時のものであり、開発工事完了時には再度提出願います。
２．工事着手の届出（提出部数　１部）

　　　・開発許可を受けた者は、当該開発行為に係る工事に着手したときは、直ちに工事着手届〔県細則第8号様式〕を提出して下さい。
　　　・届には細則第14号様式（都市計画法による開発許可済み標識　第19条関係）による標識
　　　を掲示した写真を添付してください。

　　【宅地造成及び特定盛土規制法のみなし許可の場合】

　　　・上記に加えて、宅地造成及び特定盛土等規制法第49条の規定による標識を掲示した写真及び中間検査や定期報告対象になる案件については、工程表も添付してください。
　　　※また、提出の際には（伊勢原市、大磯町、二宮町、寒川町）を経由して下さい。
３．工事完了の届出（提出部数　３部）

　　　　開発許可を受けた者は、当該開発区域（開発区域を工区に分けたときは工区）の全部について当該開発行為に関する工事を完了したときは、工事完了届出書（省令別記様式題四）に別紙１に記載の図書を添付して提出して下さい。
※また、提出の際には（伊勢原市、大磯町、二宮町、寒川町）を経由して下さい。
　　　※完了検査の現地検査日程等については担当と調整して下さい。

４．その他の手続きについて

　○開発行為の変更許可申請等（法第３５条の２）　○建築制限解除承認申請（法第３７条）

　○開発行為等の廃止届出（法第３８条）　　　　　○地位の承継の届出等（法第４５条）
　〇軽微な変更届（法第３５条の２　第３項）　　　〇軽微な修正届（平塚土木事務所様式　(5-1)）
　　注　意　・出来型が開発許可を受けた内容と異なる場合は、変更の手続き（変更許可、変更届、修正届）について、あらかじめ担当に相談の上、指示を受けてください。
　　　　　　・確定測量による面積の変更、桝の取り付け位置の変更等も届出が必要になります。
【問い合わせ先】 神奈川県平塚土木事務所　計画建築部　まちづくり推進課

　 〒254-0073　平塚市西八幡１－３－１　電話　0463-22-2711

  　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　FAX　0463-24-0488
別紙１

「工事完了届」作成提出要領

　「工事完了届」は、次の１及び２について、〔伊勢原市、大磯町、二宮町、寒川町〕
を経由して３部提出して下さい。

　また、３及び４については、「工事完了届」提出時に担当者へ１部提出して下さい。
１　工事完了届出書（省令別記様式第４　（第29条関係））

２　必要添付図書

①開発区域位置図

②開発区域区域図

③地番目録

④公図の写：法務局発行の原本（コピー可）
※開発許可時から工事完了届の間に分合筆がある場合は、分合筆後のものを添付
また、内容が複雑な場合は新旧両方を添付（地番目録も同様）

⑤工事完了図

・公共施設の位置及び形状、予定建築物の用途、開発区域面積、建築敷地面積、地盤高、擁壁がある場合は構造及び地上高、給排水施設等を記入

（通常、土地利用計画図を利用し作成、またやむを得ない場合は別葉でも可）

・開発区域を工区分けしている場合は、原則として開発区域全体を表示した図面に各工区の範囲及び工事の未了、完了等が明示された当該完了工区の工事完了図の提出が必要となる。

３　開発行為に関する工事施行状況報告書（県細則様式　第13号様式の２（第18条関係））
４　工事写真

・各種書類リスト（6-15）開発行為許可工事に関する工事の写真撮影チェックリストを参照。
※特に埋設されてしまう不可視となる部分については、その出来形、施工状況が判別できるもの

	上記のほかに、開発登録簿用として２の必要添付図書を１部提出して下さい。


　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（R7.4.1.神奈川県平塚土木事務所まちづくり推進課）
